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 要  旨 
本研究では，Webを知識源として，事物の方法や手順に関する質問に対して簡潔な回答を抽出
する手法を提案し，その手法を用いた HOW型質問応答システムを構築することが目的とする． 
 本手法では，HOW型質問応答の特徴と HTMLのタグにより，「箇条書き」と「話題とした文
章」二種類を分け、三つのパターンを想定した．Webページの中に回答と思われる，またパター
ンマッチングと一致した部分を抽出する手法である．ここで，HOW 型質問応答の特徴とは，特
有単語の使用と回答書式が二つがある．特有単語とは，方法の説明に特有と思われる単語がよく
使われている．回答の書式とは，HOW 型質問に対する回答が文章と文章の中にある箇条書きが
よく使われる．本手法については，ある HOW型質問に関する検索されたWebページ対して，質
問文にある特有単語を含まれる文の直後に出現した部分の書式を HTML のタグでマッチングす
る，「箇条書き」(パターン 1とパターン 2)または「話題とした文章」(パターン 3)と判定された場
合，判定された部分を回答候補として抽出する． 
  本システムでは，おおよそ「クエリ単語セット生成」，「知識源検索」，「パターンマッチング」，
「回答抽出」の四つの部分で構成される．入力した質問文中に形態素解析システムで解析したす
べての名詞と質問文に含まれる特有単語を用いて，クエリ単語セットを生成する．本研究で提案
した手法でパターンマッチングを行う．また，与えられた基準で回答の選定と回答のソートを行
って，回答を抽出する． 
   人手により作成された正解データを用いた評価を行った．HOW型質問の回答は文章であるた
め，回答部分と正解データを文単位で分割する．正解データと一致した文の数を正解文数とする．
この正解文数を用いて，本システムの回答結果を再現率，適合率，F 値（再現率と適合率の調和
平均）を用いて評価を行った．本システムの F値が 0.606であったことから，本手法が有効であ
ると考えられる．パターン 1，2を用いた場合は F値が 0.691，パターン 3のみを用いた場合は F
値が 0.615であった．本手法は，「箇条書き」をうまく抽出することがわかった．また，既存の同
型システムがなかったため，一単語では回答ができない WHY型質問応答システムと比較して評
価した．その結果により，本システムの F値が前述のシステムより高くなったことがわかった．
本研究提案した HTML タグに依存して回答抽出の手法は，自然文章の抽出としては妥当と考え
られる．また，想定した３つのパターンは適切であることを示した． 
 
